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図ー1 橋上議総軌条，事t木緊材，パッキングおよびフッタボル ト

(Jji f立 mm)

後給軌条(軌nlj 内に敷設し たる場合)
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I.067 ! 穫姶軌条(軌|間外の場合) 1 . 護姶軌条は普通軌間内に敷設し降雪地方其の他特に必要
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I i : 1, I 2. 軌条支材の取付を要す る曲線に於て護給軌条を軌1m外に
敷設する場合は支材を省略し本線軌条及穫輪軌条Il日軌条

孤部以下に適当な る切張世施すもの t す

3 危化区IITJ に於ける護給軌条先端接合部にはm:主U色縁物を

挿入するを要す

打ち込むn ただし枕木!紫材(けいざい)に兼用する J劫合は， 犬釘

を各枕木ごとに打ち込むことが必要である。

護輸軌条を必~とする橋梁は，現場の状態を考えて定める。

たとえばその僑君主およびその付近が急 1111線の1場合，急勾配の下

り込み等の筒所， あるいはi直線区間でも相当長大な，または高

い橋梁で脱線墜落した場合，危険のはなはだしいおそれのある

焔梁などは必裂である。

分l肢甘器用のガード レ ーノレの長さは， クロッシソグの帯数， レ

ーノレ極務lによ って奥なっている。たとえば 30kg 8 番は 2.7 m，

30 kg 10 替は 4.5 m, 30 kg 12 番は 5.4 m のようである。

iN'pls:紛l レーノレと岡高に取付けられているが， 保守困難であ

るので，最近;;tζ総レ ー ノレより 10- 20 mm 高く敷設するよう研

究されている 。

踏切道に使用するガードレーノレ(写真ー3) は， 踏切道の軌問
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半径 400 m 未満の場合は 75

mm に一定している。 終端部 2手兵 3 踏切迫謹始軌条

は 150mmの間隔になるように漏斗(じようご) 形に IIlIげてl反

付ける。取付け長さは普通 300 mm 以上の長さであるが， 半

径 400 m 以下の 1111線では， 列車または車両の進入方向に対して

は 700 mm 以上にしなければ

ならない。

このほか曲線に使間する護

給軌条の類に， 脱線防止軌条，

)!，t!耗防止軌条がある。脱線防

止軌条(写þJ;-4) I土木線路でと

くに必1l! と認める軌条の内側

に， その曲線のスラッ ク に

65 mm を加えた間隔で敷設し，

その両側は1.5 m 以上の長さ

で漏斗形に喜雪山(わんきょく)

し，終端で少なくとも 180mm

の!間隔を保たなければならな

L 、。 写真ー4. 脱線防止軌条




